
（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結貸借対照表に関する注記)

 偶発債務

 当社のグループリスクマネジメント監査によって、シチズン電子株式会社（以下「シチズン電子」）について、

取引先企業との取決めにおいて、供給している製品の製造拠点を変更した場合には、取引先企業にその変更を申請

することになっていたにもかかわらず、一部の取引先企業に対して、その変更申請を行わなかったことに起因し、

それ以後、取引先企業と取り決めた従前の製造拠点で製造されたことを示すロット番号を印字したラベルを製品に

貼付するなどして出荷を続ける不適切行為が判明しました。 

 当社としては、本件をコンプライアンス違反事象であると重く受け止め、平成29年11月10日に第三者委員会を設

置し、徹底的な調査による事実解明と原因分析などを委ねました。 

 この度、第三者委員会による調査報告書（以下「本報告書」）を受領し、本件不適切行為は、遅くとも平成22年

(2010年)４月から平成29年（2017年）６月までの約７年２か月間にわたり続いていたことが認定されております。 

 これに加え、第三者委員会の調査により新たに判明した主な事象として、シチズン電子の照明用ＬＥＤ部品に関

して、主に北米の取引先企業向けに、シチズン電子内に設置された認定試験所において発行する、寿命予測（光束

の経年劣化）に関する試験結果を記載したレポートの一部が書き換えられ、提出されていたという不適正行為（以

下「試験結果の取扱いに関する不適正行為」）が行われていたことが記載されています。 

 本報告書によれば、試験結果の取扱いに関する不適正行為の対象製品である照明用ＬＥＤ部品については、量産

過程において、品質向上のための対策が講じられているものがあることが確認されております。また、是正状況に

関しては、再試験の実施等による正規レポートの発行や正規レポート発行に向けた試験が実施されており、認定試

験所名義で発行した不適正レポートのうち、数か月以内には大半の是正措置が完了、又は完了の見込みがあること

が確認されております。

 本件の今後の進捗次第では、損失の発生等により当社の連結業績に影響を及ぼす可能性がありますが、現時点で

はその影響額を合理的に見積もることが困難なため、四半期連結財務諸表には反映しておりません。 
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